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δ  = 重心と曲率中心の距離	 ∕ R	

ε  =  1 − (軸のまわりの慣性モーメント	 ∕ それに垂直方向の慣性モーメント) 	
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 ≲ 1十分まるく、二つの中心が離れていること：	 
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δ	
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初角速度が十分速いこと：	 

逆立ちがおきる条件詳しくは	 .	 .	 .	 

とおいて	 

逆立ちにかかる時間	 ×	 ω  〜	 R ω2	

μg	
f

実は次元解析から得られるのは	 

までだが、一番単純な　f (x) = x　を採ってうまくいった	
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lim    model    ≠   model
ε ➛ 0	


ε	
 0	
 (このおもちゃの	 ε ≲ 0.1mm)	 
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